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第3回公開セミナーin福島

一緒に学ぼう！考えよう！
ケアリーバー(社会的養護経験者)の

自立を支える仕組みについて
本公開セミナーは昨年度に引き続き3回目の開催となりました。
今回も皆様と一緒に、社会的養護経験者らの自立を支える仕組み
づくりについて考えていきたいと思います。

2025年11月1日(土)
13:00～16:30（12:30開場）

福島学院大学　駅前キャンパス
5階　516教室 (福島市本町2-10)

第1部　「ケアリーバーの立場から後の孤立を防ぐために必要なこと

　　　　～それはインケアから始まる～」

第2部　「つながるシステムの開発・地域の自立支援体制構築

　　　　～広域ネットワーク形成を目指して～」

第3部　指定討論

　　　「ケアリーバーの支援から見えてきたもの～事例を通して～」

社会的養護経験者、社会的養護に関心のある市民、

専門家、研究者      定員70名（先着順）

申込締切    令和7年10月20日（月）
申込フォーム（URLまたはQRコード）よりお申込みください。

主催　福島学院大学「社会的養護経験者の社会的孤立を防ぎ、支援と繋がりながら

　　　　  自立を支える仕組みを創る」研究班

参加費

無料！

﻿

お問い合わせ：安部郁子研究室　(福島学院大学)

     　　　　　abeikukokenkyu713@gmail.com

https://forms.gle/J5iGyJK5UxcrXMjg8



 １２：３０       受付開始
 １３：００       開会
　　　司 　   会：鈴木　勝昭先生
　　　趣旨説明：安部　郁子先生

１３：２０～１４：００
　　第１部　「ケアリーバーの立場から自立した後の孤立を防ぐために　　　　　

必要なこと～それはインケアから始まる～」
　　　登壇者（社会的養護経験者）
　　　　若勢　里奈氏
　　　　比金　博也氏

 １４：００～１４：３０
　　第２部　「つながるシステムの開発・地域の自立支援体制構築
　　　　　　　～広域ネットワーク形成を目指して～」
　　　研究代表者　宮地　菜穂子氏（同朋大学　准教授）

１４：３０～１４：４０ 休憩

１４：４０～１６：１０
　　第３部　指定討論「ケアリーバーの支援から見えてきたもの
　　　　　　　　　　　　～事例を通して～」
　　　発表者
　　　　遠藤　嘉邦氏（福島愛育園　園長）
　　　　勅使瓦　まな氏（児童自立生活援助事業所 たんぽぽ　施設長）
　　　コメンテーター
　　　　堀　浄信氏（光明童園　理事長）
　　　　早川　悟司氏（社会福祉法人子供の家　本部・理事）
　　　　
１６：１０～１６：３０　質疑応答
１６：３０ 閉会

第３回公開セミナーin福島
一緒に学ぼう！考えよう！

ケアリーバー（社会的養護経験者）の自立を支える仕組みについて

※本取り組みは、国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）社会技術研究開発センター（RISTEX)より支援を受けた

「SDGsの達成に向けた共創的研究開発プログラム（社会的孤立・孤独の予防と多様な社会的ネットワークの構築）」

の「社会的養護経験者（ケアリーバー）の社会的孤立を防ぎ、支援と繋がりながら自立を支える仕組みを創る」プロジ

ェクトにて実施するものです。


